













































































実施日時 実施場所 実施形態 参加者数 実験遊び数
平成26年３月16日 国立公民館 申込制　25組　２時間実施 58 9
平成26年７月19日 岩手県盛岡市アイーナ 出入り自由　２時間半実施 47 15










































































































































































































































































































































































































































おもしろい 4.94 4.68 4.32 4.84 4.83 4.53 4.24 3.95 
準備がしやすい 4.67 4.12 3.94 3.49 4.28 3.19 3.76 2.00
説明が簡単 4.25 4.18 4.00 4.00 4.39 3.33 3.89 2.58 
費用が安い 4.36 4.15 3.97 3.81 4.44 3.14 3.84 2.21 
飽きにくい 4.14 3.82 3.65 4.06 4.28 3.81 3.27 2.53
安全である 4.67 4.15 4.24 3.27 3.89 3.92 3.32 3.21
現場でやってみたい 4.64 4.26 4.00 4.24 4.56 3.64 3.35 2.53
average 4.52 4.19 4.02 3.96 4.38 3.65 3.65 2.71
n= 36名 34名 34名 37名 36名 36名 36名 19名
そう思う＝５　　まあまあそう思う＝４　　ふつう＝３　　あまりそう思わない＝２　　そう思わない＝１
遊びとして不十分であった幼児向け科学実験遊びを考察する
　実践では，幼児が実験遊びを遊びとして楽しめた内容と，遊びとしては不十分である内容
があった．不十分と判断した観点は，子どもたちが興味を抱きにくい，遊びとして心が動く
場面が少ないという二点．ここでは，遊びとして不十分であった内容について考察を行う．
なお，不十分と判断した経緯は，振り返り会にて保育者のヒアリングから挙げられた内容か
ら挙げている．
　子どもたちにとって魅力的に映らなかった実験遊びは，糸電話（バネ），炭電池である．
２つの実験の共通点は，遊ばれる機会が他の実験遊びに比べると少ない，子どもの遊び時間
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が短いといった点，保護者の興味は引きつけるが，子どもは興味を抱かなかった点である．
　糸電話（バネ）は，父親が夢中になり，子どもに勧めるが，子どもは興味を抱かず，父親
が落胆する場面が度々あった．糸電話（バネ）は，声である振動がバネの端で跳ね返ること
をくり返すためエコーのかかった声となる．ＳＦ映画で使われる宇宙人の声の印象である．
そして，バネを爪で引っ掻いたり，棒で叩いたりすることで，ＳＦ映画のビーム銃の発射音
の様な効果音が発生する．保護者はアナログ装置から，電子効果の様な音が生み出されるこ
とに驚き，子どもに勧める．筆者が当該実験遊びを採用した理由も同様である．しかし，子
どもは何が不思議であるのか理解が出来ない様子で興味を抱かず，他の実験遊びへと移って
しまう．炭電池では，保護者は備長炭とアルミホイルという見慣れた素材から電気が生み出
される様に感激をし，子どもに勧めるが，子どもたちはあまり興味を示さない．二つの事例
から，実験遊びに対する興味の有無は，保護者と子どもの体験の差が関係していると考えら
れる．糸電話（バネ）遊びで発生するＳＦで使われるような効果音は，機械で作られた特殊
な音だろう，日常で出会ったことのない音だから，というのが多くの保護者の印象である．
その経験から導かれた印象を裏切る体験が糸電話（バネ）実験遊びにはある．その予想を裏
切る光景と原理に驚き，嬉々として子どもに勧めたわけであるが，子どもたちは，紙コップ
とバネをつなげた装置からは，こういった音がする，という初めての体験，疑う余地のない
体験に過ぎない．つまり保護者には，この音はＳＦ映画で使われる不思議な音であり，日常
にはない音であるという原体験があったからこそ，アナログ装置から生まれた現象に驚いた
が，子どもたちは原体験を携えていないため，太鼓を叩けば音が鳴ると同じように，アナロ
グな装置から生まれる自然な音と認識していたと考えられる．炭電池では，保護者は電池の
機能を理解し，日常で電力を利用している．その電池や電流が身近な素材で簡単な構造で再
現可能という事実に驚いた．一方，幼児は電池の外見は見たことがあるだろうが，理解し使
用するまでの体験は携えていない場合がある．まして，炭は手にしたことがない子どもが多
いだろう．したがって電池を使用する原体験と電力や素材についての知識を持たない子ども
たちにとって，炭電池はプロペラを回すことの出来るただの装置に見えたのである．
3-4　結論
　幼児向けの科学実験遊びのねらいである，遊びの中で物質体験や現象を楽しむ，という点
で前述した糸電話（バネ）遊び，炭電池遊びは，ねらいが未達成とは言えないまでも，質と
しては乏しい．保育者のアンケートで最も印象の良いダイラタンシーでは，遊ぶ子どもたち
が原体験を携えているからこそ楽しめたと言えよう．液体はサラサラして抵抗がない，固体
は掴める，両者は異なるモノだ．という原体験である．「水と氷の見た目の違い，触感の違
いを経験値として持ち，液体から固体への変化は，自ら瞬時にコントロールできるものでは
ないという自生的な理論として持ち合わせている．非公式の科学を普遍的に構成している」３）
からこそ，力の入れ具合で液体と固体を行き来するダイラタンシーという遊びに幼児は驚く．
自生的な理論を覆す体験は，確認の意味も含めた繰り返し遊びとなり，工夫を誘い，様々な
発見をもたらせ，継続した遊びへとつながる．そして，この一連の体験から自生的な理論が
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再構成されていくと考えられる．
　実験遊びの結果が，子どもたち自身の原体験，自生的な理論とリンクすることで遊びが豊
かになる，という事例をもう一つを挙げる．Ph色水とイソジン＋ビタミンＣの溶液の色を
変える実験遊びでは，イソジン＋ビタミンＣの茶色い水を透明に変える実験のほうが，Ph
色水の青（中性）をピンク（酸性），緑（アルカリ性）に変える実験よりも子どもたちと保
護者の驚きは大きかった．子ども，保護者も，有色の液体が瞬時に透明になるはずがないと
いう情報を原体験から帰納的に導いている目の前で，イソジン＋ビタミンＣの茶色から透明
の変化する様子に驚いたのである．一方，Ph色水では，色水遊び（青と黄色を混ぜて緑の
色水を作る）や絵具の混色などで，液体の色が変わるという原体験を多くの人が携えている．
そのため２つの実験遊びでは驚きの差が現れた．明度を維持したままの変色は顔料絵具では
見られないため，透明度と明度を保ったままの変化するPh色水に対し，絵具とは違う変化
をキレイという感覚で楽しむ保護者や子どもも見られたが，やはり幼児を含め，多くの参加
者は有色が透明に変わる非日常的な体験に引きつけられていた．ここからも，自生的な理論
を覆す現象が，目の前で，生活の中にある身近な材料だけで起きていることがポイントとな
っていると言える．
参加者の原体験を考慮した遊び内容の採用
　幼児向け科学実験遊びでは，実施するプログラムを設定する際，対象とする子どもがどの
ような原体験を携えているかについて想定する必要がある．その上で，原体験の有無をプロ
グラムの選定条件にするか否かは実施する者の考えに委ねられるべきであるが，筆者は，「参
加者が原体験を携えている遊び内容を採用すべき」と考える．子どもの驚く姿や遊びを工夫，
発展させる姿は，子どもたちの新しい世界を広げている瞬間であり，そのような子どもの姿
は実施者のやりがいと言える．やりがいを伴わない活動は準備やマネージメントのストレス
が大きく印象に残り，継続性を損なう可能性がある．幼児向け科学実験遊びの普及を目指す
場合，参加者が遊びのポイントとなる原体験を携えている遊びの選択は有効と言えよう．
保育者が科学実験遊びをナビゲートする利点
　前稿で小学生対象に理科クラブを実施されている方々にヒアリング調査（13名）を行った．
結果，幼児向けの説明の仕方「どう伝えていいのか分からない」，会のまとめ方が分からず
不安である，という対応に関する懸念が11名から挙がり，幼児向けの科学実験遊びの不安
要素が顕在化された．今回の実践では，保育所，子育てひろばで勤務される方々の研修を兼
ねて，保育者の方々に遊びをナビゲートして頂いた．結果，保育者がナビゲートすることで
子どもたちの遊びが豊かに発展する場面，子どもたちの想いやアイデアに寄り添い，感情の
言語化を援助して頂く場面が多々見られた．保育者の子どもの内面を言語化する関わりによ
り，子どもたちは，こうしてみようという工夫が促され，工夫が承認され，何に驚き，何が
楽しかったのか体験が言語化された．また，保育者は，子どもたちが遊びを終える際，何が
楽しかったか，子どもの声に耳を傾け，想いを言葉に紡ぐ援助を行っていた．「保育者が遊
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びに関わることで遊びが発展し，子どもが自らの体験を意味付る」４）プロセスを促したと言
える．
　科学実験遊びの世界で科学に縛られることなく，遊びを広げていく視点，子どもの想いや
アイデアを寄り添い，援助という点で，保育者が科学実験遊びに関わるメリットは大きい．
見られた一連の関わりは，保育に従事される方々の専門能力であり，理科クラブを実施され
ている方々が抱く懸念を払拭し，理想的な関わりを実現されていたと言える．
遊びを主体的に楽しむための空間，時間を確保する
　ストローを10本つなげた男児，ドライアイスの二酸化炭素を風船に集めた女児などは30
分以上遊びに没頭していた．Ph色水では，重曹を入れて泡立つことを発見した子どもは，
泡立つという保護者からすると脱線に思える行為を何度も楽しみ，ドライアイスの煙にどう
したら色がつけられるか試すが失敗に終わった子どももいた．知識を獲得するための実験の
場であれば，回り道や無駄と言える行為も，遊びの枠組みでは，豊かな工夫として受け入れ
ることが可能である．安全であれば禁止せず，大人も子どもの発想を楽しみ，遊びに寄り添
う姿は，遊びの枠組みであったからこそ可能であった．
　今回の実践は，各遊びに時間設定を設けず，自由に遊ぶことができるよう設定を行った．
幼稚園教育要領解説では，「幼児の豊かな感性は環境と主体的に十分関わり，心を揺さぶられ，
感じ，感動を友人や教師と共有し，感じたことを様々に表現することによって一層磨かれて
いく」５），とされている．教科教育の場では，限られた時間の中で，子どもたちが納得する
まで実験を楽しむ時間や数量を設定するのは物理的に困難な場合が多い．子ども達が感動を
共有する仲間や保育者とともに納得するまで科学を体験できる場としても幼児向け科学実験
遊びの実施意義が見出せよう．
3-5　まとめ
　科学実験遊びの中で，子どもたちは，物質や現象に出会い，科学の不思議を体験し，主体
的に遊びを楽しむことで，新しい世界である科学への興味を芽吹かせることが出来た．芽吹
きの瞬間は実践の中で捉えることが出来た．ドライアイスから生まれる白い煙は一体なんだ
ろう，集めてみたいと動機づいた瞬間．ダイラタンシーを容器ごとひっくり返したらどうな
るんだろうと考えた瞬間．子どもたちの中で体験が自生的な理論として構築され，試したい
と主体的に働きかけた瞬間，これが実施側が捉えることのできた明確な芽吹きの瞬間であっ
た．子ども自身，仮説を立て検証するプロセスはなくとも，自生的な理論から生まれたアイ
デアを試したい心の動きは，価値ある体験と言えよう．
　前稿では検証数が不十分であった．本研究では，８つの遊びの検証と考察を行い，結果，
遊ぶことから新たな世界への興味が芽吹いた事例が見られた．概ね７つの遊びでは子どもた
ちが主体的に遊びに関わり，遊びの中で驚きや発見，工夫を通して，新たな自生的な理論を
獲得したと言えよう．また，ねらいが十分に達成されなかった遊びは，幼児に向けた科学実
験遊びを設定する際のポイントを顕在化させるきっかけとなった．今後，科学実験遊びが子
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どもたちが新しい世界をひらく契機となるよう，本研究の結果を実践にフィードバックし，
さらに精査していく．
４．今後の課題
　今後の課題として以下を研究し，幼児期の科学実験遊びについて追求する．
・ 科学実験遊びで生まれる豊かな体験や芽吹きについての精緻な観察と観察方法の研究
・ 幼児向けに科学実験遊びを実施する際の安全面や困難な面などの問題を検証し，実施の手
立てを研究する．
・ 科学実験遊びが家庭や幼児教育の場で普及するためのパッケージ化を行う．
　今回の実践で，実施側が子どもたちの興味の芽吹きの瞬間を認識できていない場面もあっ
たと考えられる．保育者と連携しながら実践を重ね，精緻な観察方法を研究したい．
　本研究の目的の一つとして，科学遊びの普及がある．保護者や行政に科学遊びのニーズが
あるにも関わらず，幼児向けの科学実験遊びが専門性を持った指導者でしか実施できないと
なると，科学遊びの広がりは期待できない．本稿では，保育者による豊かな科学実験遊びの
実践の可能性についても言及した．実践をサポート頂いた保育者のアンケート，ヒアリング
の内容を更に精査し，専門性を持たない大人が，幼児教育の現場や家庭で子どもたちが楽し
める科学実験遊びを安全に実践できるよう，現場に即したパッケージ化を進めたい．今回の
ヒアリング調査で，保育の現場で実践を想定した際，危機管理，指導計画の立案，実施承認
までのプロセスなど，マネージメント面が保育者の懸念材料となっていることも見えている．
次稿ではこれらを含めた保育現場での実践の手立てとして研究を進めたい．
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